






要約 

正常成熟児における出生早期のビタミン K 最小必要補給量について検討した。対象児 185

名を8グループに分け,各々のグループに対してO～100μgまでの8段階にわけたいずれか

の量のビタミン K2 が生下時に投与された。日令 5日目にこれらの効果を評価するために対

象児の血中の PIVKA-Ⅱが測定された。その結果ビタミン K2 が 15μg 以上投与された群に

ついては PIVKA-Ⅱは一例を除いて検出されなかった。今回の研究から,早期新生児期にお

けるビタミン Kの最小必要補給量は 15μg 前後ときわめて微量であることが推定された。 


